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【従来法】

MBR（Membrane BioReactor）

通常の下水処理工程で必要な沈殿施設が
不要になるなど、施設の大幅なコンパク
ト化・省スペース化が可能。

⇒ 大都市部など、敷地制約のある処理場で
の改築更新に非常に有用な技術。
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膜処理の仕組み 膜分離活性汚泥法（MBR）の特徴
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【膜分離活性汚泥法（MBR）】
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※不要となる既存施設は、他用途への転用を検討


